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る教育機関において 615 時間以上習得する必要がある。 
 当協会では 2010 年から教育課程を開講している。認定看護分野における経験年数が３年以上
ある受講生は経験的に、認知症患者のアセスメントを行い、看護を実践する能力には長けている。
しかし、時にその経験が邪魔をして現象や症状を正しく捉えることが困難となり、初期判断の誤
りにつながる場合がある。そのため、教育課程においては、病態などの基礎的な知識の強化を行
うと同時に、現象を正しく捉えるための演習を行っている。しかし、臨床実習に出ると、患者と
の向きあい方、捉え方に偏りが生じ、看護過程の展開に課題を抱えることもある。そこで、グル
ープワークなどで受講生同士のアセスメントの視点を共有し、討議するなかで多角的な視点で分
析する力を強化している。これまでの自分の枠にとらわれず、解決の糸口は必ずあると信じ考え
続ける柔軟な思考力と、認知症患者を一人の生活者としての視点をもち、看護を創造できるよう
になることが、質の高い看護実践を行うことにつながると考える。そして、意図的に介入した実
践を評価し、評価したことをもとに実践を重ねることが認知症患者の生活の質向上に寄与できる
といえる。 
 認定看護師は、自分だけが専門性の高い看護実践ができるのではなく、実践を言語化して伝え
ていくことで、部署全体、施設全体の誰もが質の高い、認知症患者の生命、生活の質、尊厳を尊
重したケアができることに関わることも役割となる。そのために、教育課程の中では、“読む”“書
く”“きく”“話す”“熟考する”ことを基盤に、看護職だけでなく多職種と協働し、認知症の初期
判断とケアを実践できる人材を育成している。 
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